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「健康寿命の高精度予測システムと新たな健康指標の開発」 

～健康寿命の阻害因子を解明し、集団と個人の健康増進への活用に期待～ 

本研究成果のポイント 

○健康寿命における高精度予測システムを開発 

○健康寿命に関する新たな健康指標（健康度、HCAL インデックス）を提唱 

○健康寿命を阻害する因子を解明 

○国・都道府県・市町村の保健医療政策および医療機関や健康に関わる企業等で活用可能 

京都府立医科大学大学院 医学研究科 循環器内科学 助教 西 真宏、同 教授 的

場聖明、同 地域保健医療疫学 助教 長光玲央らによる研究グループは、健康寿命の高

精度予測システムおよび健康寿命に関する新たな健康指標（健康度、HCAL インデックス）

を開発し、本研究に関する論文が令和５年５月 17 日（水）に科学雑誌「JMIR Public Health 

and Surveillance」オンライン版に掲載されましたのでお知らせします。 

 

本研究では、最新の国民生活基礎調査票データをもとに、機械学習による健康寿命の予 

測システムおよび健康寿命に関する新たな健康指標（健康度、health condition without 

activity limitations (HCAL)インデックス）を開発しました。今後、健康寿命の延伸年数

の設定とそれを達成するための施策の具体化など保健医療政策への活用や、国民の健康意

識向上と行動変容を促すことを目指します。本研究成果は、国・都道府県・市町村等にお

ける集団および個人の健康増進を目的とする保健医療政策への活用や、健康に関わる企業・

医療機関、保険審査等において活用できると期待されます。 
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【論文概要】 

１ 研究分野の背景や問題点 

 日本では平均寿命は年々延伸していま

すが、超高齢化社会を迎えている現状で

は寿命の延伸だけでなく、いかに健康に

長生きできるかが重要な課題となってい

ます。国民の健康増進のための基本的な

方針である「健康日本 21」や「循環器病

対策推進基本計画」等においても、健康

寿命の延伸が第一の目標として掲げられ

ています。 

 健康寿命とは、健康上の問題で日常生

活が制限されることなく生活できる期間

を指します。それは障がいや病気になら

ない生活と単に定義されるのではなく、

ウェルビーングやホリスティックライ

フを意味します。欧米では、活動制限の有無についてアンケート調査を行うことで健康

寿命を算出しています。日本においては国民生活基礎調査を行い、年齢別の日常生活で

の活動制限を有する割合を生命表に組み入れることで健康寿命を算出しています。健康

寿命を延伸するためには、健康寿命を阻害する因子を解明し、正確に予測することが求

められています。 

 本研究では、最新の国民生活基礎調査票データをもとに、機械学習による健康寿命の

予測システムおよび健康寿命に関する新たな健康指標（健康度、health condition 

without activity limitations (HCAL)インデックス）を開発し、健康寿命の延伸年数の

設定とそれを達成するための施策の具体化など保健医療政策への活用や、国民の健康意

識向上と行動変容を促すことを目指しています。 

 

 

２ 研究内容・成果の要点 

 本研究では厚生労働省の国民生活基礎調査票 2013、2016、2019 年、計 150 万例のデー

タを使用しました。質問項目にある活動制限の有無をターゲットとし、年齢、性別、そ

健康度（HCAL インデックス）出力ツールのイメージ 



 

 

して種々の傷病を予測因子として用い、機械学習による健康寿命の予測モデルを作成し

ました。予測精度は 42 個の予測因子を用いた際に最高値となりました。予測因子のイン

パクトが大きい順に、年齢、性別、うつ病やその他こころの病気、腰痛症、骨折、その

他の神経の病気、脳卒中、関節症、パーキンソン病、認知症などが上位を占めました（図

１）。精度の指標である Area under the curve は 0.85（95%信頼区間：0.84－0.85）と

高値を示し、健康寿命の予測値は男女ともに観測値と概ね一致しました（図２）。活動制

限の無い健康状態（健康度、HCAL インデックス）とは活動制限が無い予測確率を指し、

様々な傷病の重みづけを統合した健康指標と言えます。また、健康度（HCAL インデック

ス）の実用性を高めるために、web アプリケーションツールの開発を行いました（特許

出願中：特願 2022-194839）。ツール内では健康を阻害している要因とその対策を提案す

ることで、行動変容を促す効果が期待できます（図３、４）。健康寿命の予測モデルの保

健医療政策への使用例として、都道府県（京都府）の女性の健康寿命の分析を行いまし

た。京都府の女性で特に全国値より通院率が高い傷病（うつ病やその他こころの病気、

腰痛症、肩こり症）の現状値（2019 年）を全国値である目標値に近づけたところ、健康

寿命が大きく延伸することが明らかになりました（表１）。 

 
 

 
図 1. 健康寿命の予測因子のインパクト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
現状値 目標値 差 

うつ病やその他こころの病気 (%) 2.76 2.23 −0.53 

腰痛症 (%) 4.61 3.59 −1.02 

肩こり症 (%) 6.65 5.77 −0.88 

健康寿命 (年) 73.25 73.81 0.56 

表 1.都道府県における健康寿命の予測モデルの使用例 

 

 

図 2. 全国の健康寿命の予測値と観測値 

図 3. 健康度 AI 診断ツール 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4. 健康度（HCAL インデックス）出力の例 



 

 

３ 今後の展開と社会へのアピールポイント 

I. 集団の健康増進への活用（健康寿命延伸のための保健医療政策） 

 本研究では都道府県（京都府）を例として、健康寿命を延伸するための予測モデル

の活用法を提示しており、健康寿命の延伸を目的とした保健医療政策に貢献できると

考えています。国・都道府県・市町村等の行政機関において、健康寿命延伸のために

具体的な施策や延伸年数の提示が可能となります。 

 

II. 個人の健康増進への活用（健康度診断ツールの実装） 

 健診や特定保健指導、医療機関での検診や定期受診時、スポーツジム、健康関連商

品を扱う企業などで健康寿命の予測モデルおよび健康度診断ツールを使用することを

想定しています。利用者の健康への意識向上をもたらし、実際にツール内では健康を

阻害している要因とその対策を提案することで行動変容を促す効果が、また、本研究

で提唱している健康寿命の指標（健康度、HCAL インデックス）は、生命保険などの審

査への利用も期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

＜研究に関すること＞ 

循環器内科学 

西 真宏（にし まさひろ） 

電 話：075-251-5511 

E-mail：nishim@koto.kpu-m.ac.jp 

＜広報に関すること＞ 

事務局企画広報課 担当：堤 

電 話：075-251-5804 

E-mail：kouhou@koto.kpu-m.ac.jp  


